
 

白い鳥 

 
まだ東にある太陽 
郊外の町 照らす 
広い平野の合間 
流れる水路 
 
小さなビルの佇まい 
見た目綺麗な用水路に一羽 
足が長く首も長い 
白く細い鳥 
 
背筋をピンと立て 
じっとしている 
一瞬こちらを見た 
空が映る黒いみなもに 
静かな流れの向こう 
 
 
その昔には彼らが 
人と住んでた里山 
たくさんあった中で 
のんびり暮らしていた 
 
その場所が少なくなって 
こうしてここに立っている 
静かな流れに 
一羽羽ばたいて 
 
今はおそらく高速道路 
インターチェンジのループの中 
可愛い子供が待つねぐらに 
気をつけて帰ってね 
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